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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】収納用の部材の紛失がなく、極めて簡便な作業
で袋体をコンパクトに纏めることができる買い物袋を提
供する。
【解決手段】一対の略方形状の可撓性シート状部材１１
を有し上縁に開口部を有する袋体１０と、この袋体の上
方に設けられる把持部２０とを備える買い物袋であって
、袋体の下側コーナ部が、袋体の他部１０Ｂを収脱可能
な収納部１０Ａとして構成され、袋体の収納部と他部と
の境界に配設され、収納部を開閉する開閉手段３０をさ
らに備える。袋体の下側コーナ部（収納部）に向けて袋
体の他部を押し込むようにしつつ収納でき、収納後に開
閉手段によって収納部を閉塞することで、買い物袋をコ
ンパクトに纏めることができる。開閉手段が拡縮可能な
環状の紐状体であるとよい。買い物袋が、紐状体に取付
けられ、紐状体の拡縮状態を維持するコードストッパー
４０をさらに備えるとよい。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　一対の略方形状の可撓性シート状部材を有し上縁に開口部を有する袋体と、この袋体の
上方に設けられる把持部とを備える買い物袋であって、
　上記袋体の下側コーナ部が、袋体の他部を収脱可能な収納部として構成され、
　上記袋体の収納部と他部との境界に配設され、収納部を開閉する開閉手段をさらに備え
ることを特徴とする買い物袋。
【請求項２】
　上記開閉手段が拡縮可能な環状の紐状体である請求項１に記載の買い物袋。
【請求項３】
　上記紐状体に取付けられ、紐状体の拡縮状態を維持するコードストッパーをさらに備え
る請求項２に記載の買い物袋。
【請求項４】
　上記袋体の外面に付設され、内部に上記紐状体が挿通される可撓性ガイド部材をさらに
備える請求項２又は請求項３に記載の買い物袋。
【請求項５】
　上記収納部が、上記袋体の他部とともに把持部を収脱可能である請求項１から請求項４
のいずれか１項に記載の買い物袋。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、買い物袋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　買い物袋として、小売店が提供する使い捨ての所謂レジ袋ではなく、地球環境保護の観
点から消費者が持参する所謂エコバッグが推奨されている。
【０００３】
　また、この種のエコバッグとして、持ち運ぶことの簡便性に考慮して、小さく折り畳む
ことのできる折り畳み式のものが提案されている。
【０００４】
　しかし、このような折り畳み式のエコバッグは、折り畳む手順が複雑であり、エコバッ
グを小さく折り畳む手間が煩雑なため、結果として利用者に幅広く使用されるに至ってい
ないのが現状である。
【０００５】
　さらに、ファッション性を高めるべく、縫いぐるみ付きのエコバッグも提案されている
（特開２０１１－１２５６４２号公報参照）。この縫いぐるみ付きエコバッグは、バッグ
として機能する袋体と、この袋体を折り畳んで収納できる縫いぐるみが別体に構成されて
いる。
【０００６】
　しかし、この縫いぐるみ付きのエコバッグは、袋体と縫いぐるみとが別体であるため、
袋体の使用時に縫いぐるみを紛失してしまうおれそがある。また、上記特開２０１１－１
２５６４２号公報には、袋体と縫いぐるみとを紐で連結する形態が記載されているが、こ
の形態であれば、袋体を縫いぐるみ内に収納する際に、紐が邪魔となり、収納作業が煩雑
となるおそれがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１１－１２５６４２号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
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【０００８】
　本考案はこれらの不都合に鑑みてなされたものであり、本考案の目的は、収納用の部材
の紛失がなく、極めて簡便な作業で袋体をコンパクトに纏めることができる買い物袋を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本考案は、上記課題を解決するためになされになされたものであり、本考案に係る買い
物袋は、
　一対の略方形状の可撓性シート状部材を有し上縁に開口部を有する袋体と、この袋体の
上方に設けられる把持部とを備える買い物袋であって、
　上記袋体の下側コーナ部が、袋体の他部を収脱可能な収納部として構成され、
　上記袋体の収納部と他部との境界に配設され、収納部を開閉する開閉手段をさらに備え
ることを特徴とする。
【００１０】
　当該買い物袋にあっては、袋体に商品を収容して把持部を利用者が把持することで買い
物袋として好適に利用することができ、買い物袋として使用していない状態では収納部に
袋体の他部を収納することで当該買い物袋をコンパクトに纏めることができる。この収納
部への収納作業に際しては、この収納部が袋体の下側コーナ部から構成されているので、
利用者は、袋体の下側コーナ部に向けて袋体の他部を押し込むようにしつつ収納でき、収
納後に開閉手段によって収納部を閉塞することで、当該買い物袋をコンパクトに纏めるこ
とができる。このため、従来の折り畳み式のエコバッグに比べて、当該買い物袋は、コン
パクトに纏める作業が極めて簡便である。また、当該買い物袋は、収納部が袋体の一部（
下側コーナ部）から構成されているので、従来の縫いぐるみ付きエコバッグのようにエコ
バッグ使用時における収納部（縫いぐるみ）の紛失の問題が生じず、また紛失防止のため
の部材（紐）の存在によって収納作業が煩雑となるおそれがない。このように、当該買い
物袋は、袋体の下側コーナ部が、袋体の他部を収納する収納部として構成されていること
で、収納用の部材の紛失がなく、極めて簡便な作業で袋体をコンパクトに纏めることがで
きる。
【００１１】
　当該買い物袋にあっては、上記開閉手段として、袋体の内面に面ファスナー等を設ける
ことも可能であるが、拡縮可能な環状の紐状体を採用することが好ましい。
【００１２】
　このように開閉手段として上述のような紐状体を用いると、収納部に袋体の他部を収納
した後に紐状体を縮径することで、収納部を閉塞することができ、当該買い物袋のコンパ
クトな状態を容易かつ確実に維持することができる。また、当該買い物袋を使用する際に
は、紐状体を拡径することで、収納部を開放することができ、袋体の他部を引き出すこと
で袋体に収容物を収容できる。
【００１３】
　当該買い物袋にあっては、上記紐状体を備える場合、紐状体に取付けられ、紐状体の拡
縮状態を維持するコードストッパーをさらに備えることが好ましい。
【００１４】
　このようなコードストッパーを備えることで、上述のように収納部に袋体の他部を収納
し、紐状体を縮径した後に、紐状体の縮径状態をコードストッパーによって的確に維持で
きるため、当該買い物袋のコンパクトな状態を容易かつ確実に維持することができる。特
に、コードストッパーが紐状体に付設されているので、他の固定手段を別途設ける場合に
比べて固定用の部材の紛失がなく、また、紐状体を結ぶ等により固定する場合に比べて、
極めて簡便な作業で袋体をコンパクトに纏めることができる。
【００１５】
　当該買い物袋にあっては、袋体の外面に付設され、内部に紐状体が挿通される可撓性ガ
イド部材をさらに備えることが好ましい。
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【００１６】
　これにより、紐状体を閉塞した際に、可撓性ガイド部材によって紐状体をガイドしつつ
、この可撓性ガイド部材が袋体とともに縮径方向に収縮することができ、的確に環状の紐
状体を閉塞することができる。
【００１７】
　当該買い物袋にあっては、収納部が把持部を収納しないものであってもよいが、収納部
が袋体の他部とともに把持部も収脱できることが好ましい。
【００１８】
　このように把持部も収納部に収納することで、当該買い物袋をよりコンパクトな状態に
纏めることができる。
【考案の効果】
【００１９】
　以上説明したように、当該買い物袋は、袋体の下側コーナ部が、袋体の他部を収脱可能
な収納部として構成されていることで、収納用の部材の紛失がなく、極めて簡便な作業で
袋体をコンパクトに纏めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本考案の実施形態の買い物袋の概略的説明図であって、買い物袋として使用する
状態の概略的正面図である。
【図２】図１の買い物袋の使用状態の概略的説明図であって、袋体の他部及び把持部を収
納部に収納した状態の概略的斜視図である。
【図３】図１の買い物袋の使用状態の概略的説明図であって、袋体の他部及び把持部の収
納部への収納作業中の概略的斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００２１】
［第一実施形態］
　以下、本考案に係る買い物袋の第一実施形態として、図１～図３に示すようなエコバッ
グについて説明する。
【００２２】
＜エコバッグ＞
　図１に示すエコバッグ１（買い物袋）は、一対の略方形状の可撓性シート状部材１１を
有し上縁に開口部を有する袋体１０と、この袋体１０の上方に設けられる把持部２０とを
備え、袋体１０の下側コーナ部が、図２に示すように袋体１０の他部１０Ｂ及び把持部２
０を収納できる収納部１０Ａとして構成されている。本実施形態において、収納部１０Ａ
は、図１のように正面視略三角形状に設けられ、この収納部１０Ａは、側縁と下縁とが略
直角で略同一長さである略直角二等辺三角形をなしている。
【００２３】
　当該エコバッグ１は、後述において詳述するように、袋体１０の下側コーナ部（収納部
１０Ａ）に向けて図３に示すように袋体１０の他部１０Ｂを押し込むことで収納すること
ができ、極めて簡便な作業で袋体１０をコンパクトに纏めることができる。なお、当該エ
コバッグ１は、収納時にイチゴを視認者に連想させるべく、収納部１０Ａ外面に水玉模様
を配設しており、具体的には、収納部１０Ａは、赤字に白の水玉が配された外観を有して
いる。
【００２４】
　上記袋体１０は、略同形状の一対の上記可撓性シート状部材１１が両側縁及び下縁が接
合されることで袋状に形成されている。なお、一対の可撓性シート状部材１１の上縁は接
合されないため、袋体１０の上方に上記開口部が設けられる。
【００２５】
　また、袋体１０は、収納部１０Ａにおいて正面及び背面がそれぞれ多重構造（二重構造
）をなしており、具体的には、袋体１０の他部１０Ｂと同一の可撓性シート状部材１１か
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ら構成される内層と、この内層の外面側に配設される外層とを有している（図示省略）。
なお、外層には既述のような水玉模様が印刷されている。また、内層と外層とは、下縁及
び側縁において、上記袋体１０の袋状に形成する接合によって接合されている。また、上
縁（傾斜縁）においては後述する可撓性ガイド部材５０（筒状体）の接合とともに接合さ
れている。
【００２６】
　上記可撓性シート状部材１１の具体的形状は、特に限定されるものではなく、袋体１０
の形状に適するよう適宜設計変更可能であり、外縁の一部（例えば、上縁における把持部
２０との連接部分や、側縁と下縁との連続部分等）に曲線等を有するものも採用可能であ
る。
【００２７】
　なお、当該エコバッグ１においては、可撓性シート状部材１１の上部に後述するように
把持部２０を接合するための接合部１３が延設されている。
【００２８】
　また、上記収納部１０Ａの大きさは特に限定されず、収納される袋体１０の他部１０Ｂ
及び把持部２０の体積等に応じて適宜設計変更可能である。例えば、袋体１０が合成素材
の織物から構成される場合、当該エコバッグ１の正面視全体面積の１／３０倍以上１／４
倍以下とすることができ、１／１５倍以上１／８以下とすることができる。
【００２９】
　上記可撓性シート状部材１１の材質は、特に限定されるものではなく、一般的にエコバ
ッグ１として用いられる材質を適宜用いることができる。具体的には、この材質の例とし
ては、ナイロン、ビニロン、ポリエステル、アクリル等の合成素材や、綿、麻、毛、絹等
の天然素材等が挙げられる。中でも、コンパクトに纏めやすく、強度、耐水性等が優れる
ことにより、合成素材から構成されていることが好ましい。なお、収納部１０Ａの外層を
構成する部材も同様である。
【００３０】
　また、可撓性シート状部材１１は、織物、編物、不織布等、特に限定されものではない
が、強度等の観点から織物であることが好ましい。なお、収納部１０Ａの外層を構成する
部材も同様である。
【００３１】
　さらに、袋体１０の両側縁及び下縁の接合方法は、特に限定されものではないが、製造
コスト、強度等の観点から縫製によることが好ましい。
【００３２】
　袋体１０のサイズとしては、特に限定されるものではなく、エコバッグ１の使用態様等
に応じて適宜設計変更可能であり、例えば、幅（両側縁間の距離）としては３０ｃｍ以上
７０ｃｍ以下、高さ（下縁と上縁との距離）としては３０ｃｍ以上５０ｃｍ以下とするこ
とができる。
【００３３】
　当該エコバッグ１は、一対の上記把持部２０を有し、この把持部２０は、各端部でそれ
ぞれ袋体１０の上縁に連接される可撓性の帯状部材から構成されている。
【００３４】
　本実施形態においては、一方（前方）の把持部２０は、両端が一方（前方）の上記可撓
性シート状部材１１に接合され、他方（後方）の把持部（図示省略）は、両端が他方（後
方）の上記可撓性シート状部材１１に接合されている。また、帯状部材は、両端部におい
て同一面が袋体１０の外面に向くように接合されている。具体的には、帯状部材（把持部
２０）は、一端が一方の面を袋体１０外面に向けて袋体１０に接合され、中途部２０ａに
おいて二回折り返されて（展開状態の平坦状態）、他端が上記一方の面を袋体１０外面に
向けて袋体１０に接合されている。一対の把持部２０がこのように袋体１０に接合されて
いるので、袋体１０に収容物（商品）を収容した後に把持部２０を把持した際に、利用者
の手に当接する把持部２０の中央は水平となりやすく、このため、把持部２０を把持する
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利用者の手への負担を緩和することができる。
【００３５】
　上記把持部２０を構成する帯状部材の材質は、特に限定されるものではなく、袋体１０
で例示した材料を用いることができ、また袋体１０と同一材料から構成することが好まし
い。また、この帯状部材２０は、編物、不織布等であっても良いが、袋体１０と同様に織
物であることが好ましい。さらに、把持部２０と袋体１０との接合方法は、特に限定され
ものではないが、製造コスト、強度等の観点から縫製によることが好ましく、把持部２０
の一端部と袋体１０の接合部１３とは、図示例のように上下複数箇所（図示例では二箇所
２０ｂ）で縫製されていることが好ましい。
【００３６】
　上記袋体１０は、上述のように把持部２０を接合する接合部１３を有し、この接合部１
３は、他の上縁１１ａよりも上方に延出して設けられている。この接合部１３は、上方が
上記帯状部材２０と略同幅で、下方にかけて幅が広がる形状で、かつ下方で他の上縁と連
続する形状を有している。このように接合部１３は、上方よりも下方にかけて幅が広く、
さらには他の上縁１１ａと連続する外縁を有しているので、袋体１０に重量物を収容して
も袋体１０の重量を的確に把持部２０に伝達することができ、当該買い物袋１によって多
量の収容物を容易かつ確実に収容できる。
【００３７】
　また、当該袋体１０は、袋体１０の上縁及び把持部２０の外縁がパイピング加工（パイ
ピング縫い）を施されている。
【００３８】
　当該エコバッグ１は、収納部１０Ａが巾着状に開閉できるよう設けられている。つまり
、当該エコバッグ１は、袋体１０の収納部１０Ａと他部１０Ｂとの境界に配設され、収納
部１０Ａを開閉する開閉手段３０をさらに備えている。この開閉手段３０は、拡縮可能な
環状の紐状体から構成されている。また、当該エコバッグ１は、上記紐状体３０に取付け
られたコードストッパー４０と、内部に紐状体３０が挿通される可撓性ガイド部材５０と
をさらに備えている。
【００３９】
　上記紐状体３０は、正面側において一方の側縁から下縁に、背面側において下縁から上
記一方の側縁に位置するよう配設されている。このため、紐状体３０が縮径することで正
面視略三角形状の収納部１０Ａが閉塞され、拡径することで収納部１０Ａが開放される。
【００４０】
　上記紐状体３０は、公知又は周知の紐を用いることができ、その材質も特に限定される
ものではなく、例えば、綿、麻、毛、絹等の天然素材等や、ナイロン、ビニロン、ポリエ
ステル、アクリル等の合成素材等が挙げられる。また、紐状体３０の長さ等は、収納部１
０Ａの大きさ等に応じて適宜設計変更可能である。
【００４１】
　また、当該エコバッグ１は、上記紐状体３０に取付けられ、紐状体３０の拡縮状態を維
持するコードストッパー４０をさらに備えている。このコードストッパー４０は、紐状体
３０を係止することで紐状体３０の拡縮状態を維持でき、また、コードストッパー４０の
係止状態を解除することで紐状体３０を拡径・縮径できる。このコードストッパー４０と
しては、例えば、紐を挿通する挿通穴を有する筒状の本体部と、この本体部にスライド可
能に取付けられるとともに上記紐を挿通可能な挿通穴を有する筒状のスライド部と、本体
部及びスライド部間に配設されるバネ等の弾性手段とを有し、本体部及びスライド部双方
の挿通穴に挿通された二本の紐が弾性手段の弾性復元力によって本体部とスライド部との
間に係止されるものを用いることができる（図示省略）。なお、このコードストッパー４
０の材質は特に限定されず、例えば合成樹脂製のコードストッパー４０等を用いることが
できる。
【００４２】
　当該エコバッグ１は、袋体１０の外面に付設され、内部に紐状体３０が挿通される可撓
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性ガイド部材５０をさらに備えている。この可撓性ガイド部材５０は、紐状体３０が内部
に挿通される筒状体から構成されている。本実施形態においては、袋体１０の正面側に一
の筒状体５０が配設され、背面側に他の筒状体（図示省略）が配設されており、つまり一
対の筒状体５０を当該エコバッグ１は備えている。なお、一対の筒状体は同一形状から構
成されている。
【００４３】
　この筒状体５０の材質等は、特に限定されるものではなく、袋体１０で例示した材料を
用いることができ、また袋体１０又は把持部２０と同一材料から構成することが好ましい
。また、上記筒状体５０は、織物を縫製することによって形成することができる。なお、
この筒状体５０は、視認者にイチゴの萼（ガク）を認識させるよう、外面が緑色に設けら
れていることが好ましい。
【００４４】
　上記筒状体５０は、基端縁が袋体１０に縫製されることで、袋体１０に固定されている
。詳述すると、上記袋体１０の収納部１０Ａの外層と内層との間に筒状体５０の基端縁が
挟まれた状態で、外層、筒状体及び内層が縫製されることで、三者が固定されている。ま
た、筒状体５０の他端縁５０ａは自由端（他の部材に接合されない部分）として設けられ
ている。
【００４５】
＜使用方法＞
　次に、当該エコバッグ１の使用方法について説明する。
【００４６】
　当該エコバッグ１は、図１に示すように、袋体１０の他部１０Ｂ及び把持部２０が収納
部１０Ａに収納されず展開された状態において、袋体１０内に収容物（商品）を収容して
、把持部２０を利用者が把持することで買い物袋として好適に利用することができる。
【００４７】
　そして、買い物袋として使用した後に、図３に示すように袋体１０の下側コーナ部の収
納部１０Ａに袋体１０の他部１０Ｂ及び把持部２０を折り畳むことなく、順次乱雑に押し
込みつつ纏める作業を行うことができ、袋体１０の収納部１０Ａに他部１０Ｂ等を収納す
ることができる。そして、コードストッパー４０による紐状体３０の係止状態を解除し、
紐状体３０を縮径し、縮径後コードストッパー４０によって紐状体３０を係止することで
、図２に示すように袋体１０の他部１０Ｂ及び把持部２０を収納した収納部１０Ａを閉塞
することができ、当該エコバッグ１を略紡錘状（イチゴ型状）にコンパクトに纏めること
ができる。
【００４８】
　当該エコバッグ１は、袋体１０の収納部１０Ａへの他部１０Ｂ及び把持部２０の収納作
業に際しては、利用者は、袋体１０の下側コーナ部（収納部１０Ａ）に向けて袋体１０の
他部１０Ｂを乱雑或いは無秩序に順次押し込むことにより収納することができ、収納後に
紐状体３０によって収納部１０Ａを閉塞することで、当該エコバッグ１をコンパクトに纏
めることができる。
【００４９】
　このため、従来の折り畳み式のエコバッグ１のように折り畳む方法が決まっているもの
に比べて、当該エコバッグ１は、コンパクトに纏める作業が極めて簡便である。
【００５０】
　また、当該エコバッグ１は、収納部１０Ａが袋体１０の一部（下側コーナ部）から構成
されているので、従来の収納用の縫いぐるみを有するエコバッグ１のようにエコバッグ１
使用時における縫いぐるみの紛失の問題が生じず、また紛失防止のための部材の存在によ
って収納作業が煩雑となるおそれがない。
【００５１】
　また、上述のように袋体１０の収納部１０Ａに他部１０Ｂ等を収納し紐状体３０を縮径
した後に、紐状体３０の縮径状態をコードストッパー４０によって的確に維持できるため
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、当該買い物袋のコンパクトな状態を容易かつ確実に維持することができる。
【００５２】
　特に、コードストッパー４０は紐状体３０に取付けられているので、他の固定手段を別
途設ける場合に比べて固定用の部材の紛失がない。また、利用者が紐状体３０を結ぶ等に
より固定する場合に比べて、コードストッパー４０を用いた極めて簡便な作業で袋体１０
をコンパクトに纏めることができる。
【００５３】
　また、当該エコバッグ１は、上述のように構成されているため、このコンパクトに纏め
た状態で、上記紐状体３０を用いて他のカバン等に取付けることも可能である。また、当
該エコバッグ１は、図２に示すように、視認者に対してイチゴを連想させるような形態に
纏めることができ、視覚的効果に優れるので、カバン等にアクセサリー的に取付けて用い
ることができる。
【００５４】
　また、買い物袋として使用する際には、上記コードストッパー４０による紐状体３０の
係止状態を解除し、紐状体３０を拡径して、収納部１０Ａを開放し、収納部１０Ａから袋
体１０の他部１０Ｂ及び把持部２０を収納した収納部１０Ａを取り出して、上述のような
買い物袋として用いることができる。
【００５５】
［その他の実施形態］
　なお、上記第一実施形態は、上述の構成から上記利点を奏するものではあったが、本考
案は上記実施形態に限定されるものではなく、本考案の意図する範囲内で適宜設計変更可
能である。
【００５６】
　つまり、上記実施形態では、収納部１０Ａを開閉する開閉手段として紐状体３０を用い
たものについて説明したが、本考案はかならずしもこれに限定されるものではない。具体
的には、上記開閉手段として、例えば袋体１０の内面に面ファスナーやボタン等を設け、
収納部１０Ａを開閉することも可能である。但し、開閉手段としては、拡径・縮径可能な
環状の紐状体３０を採用することが好ましく、これによりコスト高となることを抑制でき
るとともに、コンパクトに纏める作業が上述のように極めて簡便となる。
【００５７】
　また、上記実施形態では、紐状体３０を挿通する可撓性ガイド部材５０を有するもので
あったが、本考案は必ずしもこれに限定されるものではない。つまり、例えば上記実施形
態のように収納部１０Ａを内層及び外層の二層構造とし、この内層と外層との間に紐状体
を挿通するガイド部を形成し、このガイド部に紐状体を挿通することも可能である。ただ
し、上記実施形態のように袋体１０の外面に付設される可撓性ガイド部材５０の内面に紐
状体３０を挿通することが好ましく、これにより当該エコバッグ１を容易かつ確実に製造
でき、製造コストの低減が図られる。
【００５８】
　さらに、上記実施形態のように紐状体３０を挿通する可撓性ガイド部材５０を設ける場
合にあっても、上記実施形態のような筒状体に限定されるものではなく、また筒状体であ
っても他端を自由端とするものに限定されない。ただし、上記実施形態のように筒状体５
０の一端を袋体１０に固定し、他端縁５０ａを自由端としてもおくことで、袋体１０の収
納部１０Ａに他部１０Ｂを収納した後に紐状体３０を縮径した際に、袋体１０の他部１０
Ｂが完全に収納部１０Ａ内に容易かつ確実に収納させることができるという利点を有する
。
【００５９】
　また、上記実施形態においては、収納部１０Ａを多層構造としたものについて説明した
が、本考案はこれに限定されず、収納部１０Ａが一層構造のものも本考案の意図する範囲
内である。ただし、上記実施形態のように収納部１０Ａを多層構造として、この多層構造
部分に上記可撓性ガイド部材５０を固定することで、可撓性ガイド部材５０の固着強度に
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【００６０】
　さらに、上記実施形態においては、袋体１０が一対の上記可撓性シート状部材１１の両
側縁及び下縁を接合することで袋状に形成されているものについて説明したが、本考案は
かならずしもこれに限定されない。つまり、本考案において、袋体１０が側部にマチを有
するものであっても良く、さらには袋体１０が下部に底部を有するものであっても良い。
【００６１】
　さらに、上記実施形態では一対の把持部２０を有するものについて説明したが、把持部
２０の構造等は適宜設計変更可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　以上説明したように、本考案に係る買い物袋は、容易にコンパクトに纏めることができ
、常時携帯しておくと便利なエコバッグとして好適に用いることができる。
【符号の説明】
【００６３】
１　買い物袋（エコバッグ）
１０　袋体
１０Ａ　収納部
１０Ｂ　他部
１１　可撓性シート状部材
１３　接合部
２０　把持部
３０　開閉手段（紐状体）
４０　コードストッパー
５０　可撓性ガイド部材
【図１】 【図２】

【図３】
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